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特別損失の計上及び前期実績値との差異に関するお知らせ 
 

当社は、平成26年2月期（自 平成25年3月1日 至 平成26年2月28日）において、特別損失を 
計上するとともに、平成26年2月期（自 平成25年3月1日 至 平成26年2月28日）の業績（連結・
個別）につきまして、前期実績値との間に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。  

 
記 

 
１．特別損失の計上について  

当社及び当社グループが保有する土地、建物、工具器具及び備品等の固定資産について、今後の事業 
環境等を踏まえそれぞれの回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係る会計基準」に 
基づき一部固定資産の減損処理を行い、減損損失として1,410百万円を特別損失に計上いたしました。  
なお、本件につきましては、本日公表しました「平成 26 年 2 月期決算短信〔日本基準〕（連結）」に 

反映しております。 

 

２．前期実績値との差異について 

（１）当期（平成26年2月期）実績（連結）と前期実績値との差異  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前期実績 （Ａ） 
（平成25年2月期）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

19,814 794 763 196 5.45

当期実績 （Ｂ） 
（平成26年2月期） 19,775 △508 △530 △2,682 △60.40

増減額 （Ｂ－Ａ） △38 △1,303 △1,294 △2,879 －

増減率 （％） △0.2 － － － －
 

 

（２）当期（平成26年2月期）実績（個別）と前期実績値との差異  

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前期実績 （Ａ） 
（平成25年2月期）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

12,204 922 1,146 91 2.53

当期実績 （Ｂ） 
（平成26年2月期） 10,718 △156 △174 △2,696 △60.71

増減額 （Ｂ－Ａ） △1,485 △1,078 △1,321 △2,787 －

増減率 （％） △12.2 － － － －
 
   ※1  当社は、平成25年9月1日付で普通株式１株につき10株の株式分割を行っております。１株当たり当期純利益 

につきましては、当該株式分割が前連結会計年度の期首に行われたと仮定して算定しております。 
     

※2 前期実績（平成25年2月期）は、過年度の決算修正後の数値を記載しております。 
 
 

（３）差異が生じた理由（連結及び個別） 
売上高は、連結では微減に留まったものの、個別では今回の売上不適正計上に係る調査対応等に 

より教室現場が営業活動に注力できなかったこと、及び平成25年10月の分社化の影響等により前期 
実績値との差異が生じました。 
利益面では、売上高の減少に加え、事業規模拡大のための教室設備等への先行投資による影響で 

利益率が下がり、営業損失及び経常損失となりました。当期純利益については、不正関連損失及び 
減損損失等の特別損失計上による影響がありました。 
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